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最適負荷抵抗の測定は，振動型エナジーハーベスタ(VEH)の特性評価に重要な項目のひとつである．圧電や静電

など容量出力型 VEH は，一般に高出力電圧・高出力インピーダンスであるため，測定には低寄生容量，高耐圧の

可変抵抗が不可欠である．先行研究では，可変抵抗として CdS アナログフォトカプラを用いることを提案した[1]．

CdS は入射光量によって抵抗値が広範囲で可変できる素子であるが，高い温度依存性をもつ．先行研究では素子

の恒温制御および LED 照射後に安定時間を設けることで，LED 駆動電流と CdS 抵抗値の対応表を作成し，マイコ

ン制御の自動測定システムを実現した． 

本報告では，CdS 抵抗間の電圧と微小電流を同時に計測することにより，温度制御不要かつ安定時間不要で高

速・リアルタイムに抵抗値が自動計測できるシステムを提案する．電流計測にはオペアンプの I/V 変換回路を用い

た．Fig. 1 に測定回路図を示す．通常の VEH 負荷抵抗測定では，負荷抵抗(CdS)の片端を VEH 出力に，もう片端

を接地するが，ここでは電流計測用オペアンプの仮想接地を用いている．VEH からの出力電圧 VEH，I/V 変換出力

電圧 VIVおよび帰還抵抗 Rから CdS の抵抗値 RCdSが導出可能である．CdS フォトカプラ(LCR0202, EaglePower)[2]

の LED 駆動には，マイコンからの PWM（パルス幅変調）矩形波(5 V)と電流制限抵抗 RLEDと用いた．先行研究の

PZT 圧電 VEH（開放電圧 13.3 V, 出力インピーダンス 150 kΩ, 483 Hz）の模擬回路上で，CdS 負荷抵抗を 1.3 kΩ か

ら 1.5 MΩ 可変したときの出力電力波形を Fig. 2 に示す．負荷抵抗 151 kΩ で電力が最大となる最適負荷特性が，

温度依存なく自動測定可能であることが確認された． 

 

  

Fig. 1 Measurement circuitry for CdS valiable resistance.     Fig. 2 Optimum resistance measurement at 25ºC. 
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